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終
戦
宣
言
も
出

さ
れ
た
と
い
う
が

中
東
情
勢
の
影
響

を
受
け
、
ニ
ト
リ

ル
グ
ロ
ー
ブ
な
ど

の
価
格
が
高
騰

し
、
入
手
し
づ
ら

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
今
回

の
診
療
報
酬
改
定
で
物
価
対
応

の
点
数
が
付
い
た
が
、
今
の
物

価
上
昇
に
は
全
く
及
ば
な
い
。

医
療
用
ニ
ト
リ
ル
グ
ロ
ー
ブ
は

３
月
上
旬
ま
で
１
箱
（
１
０
０

枚
入
り
）
４
０
０
円
程
度
で
入

手
で
き
た
が
、
今
は
１
千
円
を

超
え
る
こ
と
も
あ
る
▼
政
府
は

備
蓄
す
る
ニ
ト
リ
ル
グ
ロ
ー
ブ

の
放
出
を
始
め
た
が
、
そ
の
価

格
（
１
箱
５
９
８
円
）
も
決
し

て
安
く
は
な
く
、
Ｇ-

Ｍ
Ｉ
Ｓ
で

要
請
し
て
か
ら
ア
ス
ク
ル
で
届

く
ま
で
３
週
間
か
か
っ
た
。
緊

急
要
請
し
た
医
院
に
面
倒
な
手

続
き
な
し
に
無
償
で
配
る
な

ど
、も
っ
と
早
く
、安
価
に
供
給

し
て
ほ
し
い
。私
は
先
日
、保
育

園
の
歯
科
検
診
に
２
０
０
枚
ほ

ど
使
っ
て
し
ま
っ
た
。
小
さ
い

子
ど
も
に
は
ミ
ラ
ー
等
の
使
用

も
拒
絶
さ
れ
、
手
に
何
も
持
っ

て
い
な
い
こ
と
を
見
せ
、
グ
ロ

ー
ブ
で
頬
を
よ
け
て
診
る
の
が

手
っ
取
り
早
い
▼
紙
エ
プ
ロ
ン

や
紙
コ
ッ
プ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
歯
科
材
料
な
ど
も
軒
並
み
値

上
げ
し
て
き
て
お
り
、
入
手
も

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ほ
と

ん
ど
の
歯
科
治
療
は
材
料
が
な

い
と
治
療
で
き
な
い
。
私
の
医

院
に
は
在
庫
を
抱
え
る
ス
ペ
ー

ス
も
な
い
た
め
大
量
発
注
も
で

き
ず
、
注
文
状
況
や
上
が
る
材

料
費
と
睨
め
っ
こ
の
苦
し
い

日
々
が
続
い
て
い
る
。
政
府
に

は
備
蓄
グ
ロ
ー
ブ
の
放
出
の
み

な
ら
ず
、
物
価
対
応
加
算
の
上

乗
せ
や
新
た
な
補
助
金
の
支
給

な
ど
地
域
の
医
療
を
支
え
る
た

め
に
あ
ら
ゆ
る
支
援
策
を
早
急

に
講
じ
て
ほ
し
い
。

（
Ｆ
）

田中麻衣子
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デ
マ
へ
の
対
抗
策
は

デ
マ
へ
の
対
抗
策
は

対
話
や
傾
聴

対
話
や
傾
聴

経
営
・
生
活
守
る
原
点
回
帰

経
営
・
生
活
守
る
原
点
回
帰

医
師
の
実
感
を
問
う
も
の
で
、

参
加
者
同
士
が
互
い
の
考
え
を

共
有
で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
た
。
結
果
は

ア
メ
リ
カ
の
調
査
と
の
比
較
と

と
も
に
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

引
き
続
き
閲
覧
で
き
る
。

な
ど
と
も
訳
さ
れ
る
）、
エ
イ

ズ
の
薬
物
由
来
説
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
「
人
種
標
的
」
説
な
ど
、
科

学
的
根
拠
の
な
い
主
張
を
長
年

に
わ
た
っ
て
広
め
て
き
た
同
氏

が
、
な
ぜ
厚
生
長
官
に
ま
で
上

り
詰
め
た
の
か
。
マ
ス
デ
ン
氏

　

で
は
、
誤
情
報
を
深
く
信
じ

込
ん
だ
患
者
に
ど
う
向
き
合
え

ば
よ
い
か
。
講
演
内
で
紹
介
さ

れ
た
フ
ァ
ウ
チ
医
師
や
デ
レ

ク
・
ブ
ラ
ッ
ク
氏
の
事
例
を
引

き
合
い
に
、
▽
対
話
を
通
じ
て

対
立
や
不
信
を
克
服
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
▽
論
破

で
は
な
く
、
傾
聴
と
関
係
構
築

こ
そ
が
変
化
を
生
む
―
と
マ
ス

デ
ン
氏
は
締
め
く
く
っ
た
。

　

な
お
、
参
加
者
も
医
療
デ
マ

等
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
現
状
が

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。

＊
協
会
Ｈ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

に
て
動
画

配
信
中

　

議
事
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
記

念
講
演
で
は
、
熊
本
学
園
大
学
・

経
済
学
部
教
授
（
比
較
文
化
論
）

の
カ
ー
ク
・
マ
ス
デ
ン
氏
が
登

壇
。「
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
見

え
て
く
る
日
本
―
医
療
デ
マ
に

翻
弄
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
学

ぶ
べ
き
教
訓
は
？
―
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

　

マ
ス
デ
ン
氏
は
ま
ず
、
講
演

に
先
立
ち
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

回
答
で
き
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
。
医
療
に
関
す
る
誤
情

報
・
偽
情
報
の
影
響
に
つ
い
て

は
そ
の
背
景
と
し
て
、
オ
ピ
オ

イ
ド
禍
・
イ
ラ
ク
戦
争
・
２
０

０
８
年
金
融
危
機
・
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
時
の
二
転
三
転
な
ど
、
メ

デ
ィ
ア
が
公
衆
を
守
れ
な
か
っ

た
事
例
が
積
み
重
な
り
、
信
頼

が
失
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘

し
た
。
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
調
査

で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア

へ
の
信
頼
度
は
７０
％
か
ら
２８
％

へ
と
崩
落
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
は
メ

デ
ィ
ア
が
意
図
的
に
無
視
す
る

テ
ー
マ
の
存
在
が
可
視
化
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
に

対
す
る
反
感
や
不
信
感
が
更
に

広
が
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
状

況
が
ケ
ネ
デ
ィ
氏
の
台
頭
の
温

床
と
な
っ
た
。

　

講
演
の
中
心
は
米
国
の

厚
生
長
官
と
な
っ
た
ロ
バ

ー
ト
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
（
Ｒ

Ｆ
Ｋ

Ｊ
ｒ
．）
氏
で
あ
っ

た
。
地
形
理
論
（
１９
世
紀

由
来
の
疑
似
科
学
的
考
え

方
で
、「
体
内
環
境
論
」

上
げ
、▽
「
一
部
保
険
外
療
養
」

の
問
題
性
周
知
、
▽
将
来
協
会

を
担
う
人
材
の
確
保
―
等
に
取

り
組
む
と
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
小
出
一
久
先
生

（
藤
沢
市
・
歯
科
）
が
故
・
小

笠
原
敏
夫
元
顧
問
に
つ
い
て
、

元
会
員
で
あ
っ
て
も
物
故
会
員

一
覧
に
記
載
し
、
黙
祷
の
場
を

設
け
た
こ
と
に
謝
辞
を
述
べ

た
。
ま
た
今
年
度
活
動
方
針
に

対
し
て
は
同
氏
の
理
念
を
踏
ま

え
た
運
動
内
容
で
あ
る
と
し
、

賛
意
を
示
し
た
。

　

「
２
０
２
４
年
度
決
算
」
は

財
政
部
長
の
竹
下
副
理
事
長
が

全
体
収
支
を
黒
字
で
提
案
。
監

査
報
告
に
立
っ
た
鵜
養
監
事

は
、
財
政
運
営
と
財
政
管
理
が

適
切
だ
と
報
告
し
た
。

　

「
２
０
２
６
年
度
予
算
」
は

事
業
収
支
を
マ
イ
ナ
ス
、
全
体

収
支
を
黒
字
で
提
案
。
事
業
収

支
に
つ
い
て
は
歯
科
の
新
点
数

関
連
テ
キ
ス
ト
購
入
費
用
に
よ

る
マ
イ
ナ
ス
だ
と
し
た
。

　

質
疑
で
は
小
出
一
久
先
生
が

▽
新
年
会
の
予
算
、
▽
事
務
局

の
業
務
効
率
化
、
主
に
電
話
対

応
へ
の
Ａ
Ｉ
導
入
―
に
つ
い
て

質
し
た
。新
年
会
に
つ
い
て
は
、

「
２
７
３
万
円
の
予
算
立
て
」

と
の
竹
下
副
理
事
長
の
答
弁
に

対
し
、
小
出
先
生
は
会
員
の
出

席
が
少
な
い
と
問
題
提
起
。
多

く
の
会
員
が
出
席
で
き
る
よ
う

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
業
務
効
率

化
に
つ
い
て
、
竹
下
副
理
事
長

は
活
用
を
検
討
し
た
い
と
発

言
。
田
辺
理
事
長
は
、
既
に
一

部
始
め
て
い
る
と
し
た
上
で
、

電
話
対
応
は
点
数
関
連
の
質
問

が
個
々
で
複
雑
化
し
て
お
り
、

過
去
の
傾
向
か
ら
学
ぶ
Ａ
Ｉ
で

は
対
応
が
難
し
い
と
答
弁
し

た
。
会
員
か
ら
の
質
問
に
は
全

て
答
え
て
い
る
と
し
、
改
定
時

期
の
電
話
対
応
時
間
の
短
縮
へ

の
理
解
を
求
め
た
。

　

「
決
議
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
」

は
澤
田
秀
之
起
草
委
員
長
（
横

浜
市
旭
区
・
歯
科
）が
提
案
し
、

採
択
さ
れ
た
。

　

議
事
終
了
後
に
は
会
員
表

彰
、
福
引
会
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
た
。

は
二
村
副
理
事
長
が
提

案
。
会
員
・
患
者
署
名
や

財
務
省
・
厚
労
省
要
請
の

成
果
と
し
て
２６
年
度
診
療

報
酬
プ
ラ
ス
改
定
を
挙
げ

た
。
ま
た
、
中
東
情
勢
に

よ
る
医
療
用
資
材
の
不
足

は
湯
浅
副
理
事
長
が
提
案
。
医

療
機
関
の
経
営
が
厳
し
さ
を
増

す
中
、
プ
ラ
ス
改
定
分
の
使
途

の
限
定
は
経
営
権
の
侵
害
で
あ

り
、
選
択
の
自
由
を
奪
う
医
療

Ｄ
Ｘ
の
強
制
は
地
域
医
療
を
崩

壊
さ
せ
る
と
指
摘
。
ま
た
、
医

療
の
非
営
利
性
を
揺
る
が
す
制

度
や
世
代
間
分
断
を
煽
る
政
策

へ
対
抗
す
る
た
め
に
、
社
会
保

障
の
所
得
再
分
配
機
能
と
し
て

の
役
割
を
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
と
訴
え
た
。
重
点
項
目
と
し

て
▽
基
本
診
療
料
の
大
幅
引
き

を
訴
え
、
政
府
の
備
蓄
放
出
へ

繋
げ
た
と
報
告
。
新
点
数
研
究

会
も
好
評
で
あ
り
、
協
会
へ
の

高
い
信
頼
度
が
現
れ
て
い
る
と

し
た
。
教
訓
と
し
て
、
医
療
現

場
の
声
に
基
づ
い
た
地
道
な
運

動
が
プ
ラ
ス
改
定
や
小
児
医
療

費
助
成
制
度
の
全
県
拡
充
な
ど

の
大
き
な
成
果
に
繋
が
る
と
述

べ
た
。

人
材
確
保
、
Ａ
Ｉ
活

用
へ
の
言
及
も

　

「
２
０
２
６
年
度
活
動
方
針
」

　

冒
頭
の
挨
拶
で
田
辺
理
事
長

は
、
石
油
価
格
の
高
騰
に
伴
う

医
療
材
料
の
供
給
不
安
・
価
格

高
騰
に
言
及
し
、
今
次
診
療
報

酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
物
価
対

応
料
が
値
上
げ
幅
に
追
い
付
い

て
い
な
い
と
問
題
視
。
今
後
も

引
き
続
き
診
療
報
酬
の
改
善
を

求
め
て
い
く
と
し
、
地
域
医
療

を
守
る
た
め
に
も
、
ま
ず
前
提

と
な
る
平
和
な
世
界
を
望
ん
だ
。

　

「
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
」

　

協
会
は
６
月
２１
日
、
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ

テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ
で
第
７１
回
定
時
総
会
を
開
催
。

会
員
５８
名
、
役
員
２５
名
の
計
８３
名
が
参
加
し
た（
委

任
状
は
１
千
９
７
３
通
）。
議
事
で
は
、
２
０
２
６

年
度
活
動
方
針
案「『
開
業
保
険
医
の
経
営
と
生
活

を
守
る
』
協
会
の
設
立
趣
旨
へ
原
点
回
帰
し
、
現
状

を
打
開
し
よ
う
～
社
会
保
障
の
所
得
再
分
配
強
化

が
地
域
医
療
と
国
民
生
活
を
救
う
～
」
を
は
じ
め
、

全
５
議
案
が
承
認
さ
れ
た（
関
連

：

２
・
４
・
６
面
）。

マスデン氏

田辺理事長

アンケート結果

県の診療所等賃上支援金県の診療所等賃上支援金（無床診療所15万円）（無床診療所15万円）

申請の医療機関は申請の医療機関は

報告書の提出が必要報告書の提出が必要
〈原則7月31日（金）締切〉〈原則7月31日（金）締切〉

※ 医療機関等物価高騰対応支援金（無床診療所3万円

等）、および診療所等物価支援金（無床診療所17万

円等）の2種類のみを申請している場合、報告書の
提出は不要です。

※実績報告書は原則電子申請です。

※ 決定通知が未着の先生は下記コールセンターへお

問合せください。

詳細は県ホームページ（下記QRコード）、当会のFAXニ

ュース（7月3日送信）等をご覧ください。

【お問合せ先】

県医療機関等支援金コールセンター

TEL 050-3515-7945（9～17時 土日祝除く）
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今
次
診
療
報
酬
改
定
は
前

回
に
引
き
続
き
２
度
目
の
６

月
施
行
と
な
っ
た
。
点
数
表

の
告
示
・
通
知
は
３
月
に
発

出
さ
れ
、
施
行
日
で
あ
る
６

月
１
日
ま
で
に
そ
れ
ら
の
訂

正
の
事
務
連
絡
が
３
本
、
疑

義
解
釈
資
料
送
付
の
事
務
連

絡
が
７
本
発
出
さ
れ
た
。
事

務
連
絡
が
発
出
さ
れ
る
度

に
、
医
療
機
関
は
改
定
準
備

の
た
め
に
頭
を
悩
ま
す
こ
と

に
な
る
。
と
り
わ
け
特
徴
的

だ
っ
た
の
は
、
在
宅
時
医
学

総
合
管
理
料
の
届
出
に
関
す

る
事
項
だ
ろ
う
。
３
月
に
発

出
さ
れ
た
告
示
・
通
知
で
は

本
年
３
月
３１
日
ま
で
に
当
該

点
数
の
届
出
を
行
っ
て
い
る

全
て
の
医
療
機
関
が
再
届
出

の
対
象
だ
っ
た
が
、
５
月
１

日
に
発
出
さ
れ
た
事
務
連
絡

に
て
い
わ
ゆ
る
「
注
１６
」
に

該
当
す
る
医
療
機
関
に
限
定

さ
れ
た
。
届
出
の
準
備
を
進

め
て
き
た
医
療
機
関
か
ら

は
、
混
乱
と
当
惑
の
問
合
せ

が
協
会
に
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。
告
示
・
通
知
の
事
項
が

事
務
連
絡
で
大
き
く
方
針
転

換
す
る
と
い
う
の
は
、
果
た

し
て
行
政
文
書
と
し
て
正
し

い
姿
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
従
前
の
「
在
宅
緩

和
ケ
ア
充
実
診
療
所
・
病
院

加
算
」
か
ら
移
行
し
た
「
在

宅
医
療
充
実
体
制
加
算
」
は
、

届
出
事
項
の
計
算
に
必
要
と

な
る
対
象
期
間
が
５
月
２９
日

の
疑
義
解
釈
で
よ
う
や
く
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
改
定
施
行

と
同
時
に
算
定
を
始
め
る
場

合
は
６
月
１
日
ま
で
に
地
方

厚
生
局
に
届
出
が
受
理
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
、
あ
ま
り
に

も
瀬
戸
際
の
発
出
で
あ
る
。

こ
れ
は
本
来
、
告
示
・
通
知

の
発
出
時
点
で
掲
載
さ
れ
て

然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

訂
正
や
疑
義
解
釈
の
事
務

連
絡
が
発
出
さ
れ
る
こ
と
は

否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
限

度
が
あ
る
。
厚
生
労
働
省
に

は
襟
を
正
し
て
、
告
示
・
通

知
を
発
出
し
て
も
ら
い
た

い
。

　

一
方
で
、
通
院
・
在
宅
精

神
療
法
の
「
精
神
保
健
指
定

医
以
外
が
行
う
場
合
」
に
設

け
ら
れ
た
施
設
基
準
（
①
２０

年
以
上
の
精
神
医
療
の
経

験
、
②
精
神
医
療
に
係
る
行

政
事
業
へ
の
関
与
等
―
の
両

方
を
持
つ
）
は
、
告
示
・
通

知
の
発
出
後
、
精
神
科
会
員

の
要
望
も
あ
り
、
協
会
と
し

て
厚
労
省
と
懇
談
し
是
正
の

要
請
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、

５
月
２９
日
に
発
出
さ
れ
た
訂

正
事
務
連
絡
に
よ
り
、
僅
か

ば
か
り
だ
が
改
善
が
見
ら
れ

た
。
改
定
前
に
不
合
理
を
是

正
し
た
点
に
つ
い
て
は
評
価

し
た
い
。

　

今
後
も
事
務
連
絡
は
五
月

雨
式
に
発
出
さ
れ
る
。
保
険

医
協
会
で
は
会
員
へ
の
情
報

発
信
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

不
合
理
な
点
は
こ
れ
か
ら
も

是
正
を
要
求
し
て
い
く
。
会

員
の
先
生
方
に
は
、
今
後
も

情
報
提
供
、
問
題
提
起
に
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
。

事
務
連
絡
の
乱
発

   

行
政
文
書
と
し
て

正
し
い
姿
か

毎
年
８
月
末
ま
で
の
届
出
が
必
要

毎
年
８
月
末
ま
で
の
届
出
が
必
要

届
出
様
式
に
変
更
あ
り

届
出
様
式
に
変
更
あ
り

光
デ
ィ
ス
ク
請
求
の
継
続

光
デ
ィ
ス
ク
請
求
の
継
続

め
て
触
れ
て
い
る
点
は
気
に
な

る
と
こ
ろ
だ
。

　

な
お
、
移
行
で
き
な
い
理
由

の
設
問
に
は
、
選
択
肢
を
回
答

す
る
だ
け
で
な
く
「
特
に
困
難

な
事
情
」
の
内
容
に
つ
い
て
記

載
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
協
会

は
昨
年
ま
で
に
、
▽
レ
セ
プ
ト

の
件
数
が
少
な
く
、
今
後
の
費

用
負
担
な
ど
経
営
上
の
理
由
で

の
導
入
困
難
、
▽
対
応
で
き
る

知
識
や
人
材
が
確
保
で
き
て
い

な
い
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

の
不
安
か
ら
の
導
入
困
難
―
等

の
具
体
的
文
例
を
示
し
て
い
た
。

郵
送
は
２
カ
所
に
提
出

　

届
出
の
提
出
は
、
原
則
と
し

て
「
医
療
機
関
等
向
け
総
合
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
内
の
申
請
フ

ォ
ー
ム
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

行
う（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
。
や

む
を
得
ず
紙
媒
体
で
提
出
す
る

場
合
は
、
支
払
基
金
と
国
保
連

合
会
の
両
方
へ
提
出
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
に
ご
留
意
い
た
だ

き
た
い
。

【
郵
送
に
よ
る
提
出
先
】

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

事
業
統
括
部
事
業
サ
ポ
ー
ト
課

　

〒
１
０
５
‐
０
０
０
４

東
京
都
港
区
新
橋
２
丁
目

１
番
３
号

神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会

　

〒
２
２
０
‐
０
０
０
３

横
浜
市
西
区
楠
町
２７
番
地
１

　

診
療
報
酬
の
請
求
に
つ
い
て

は
、
請
求
命
令
（
省
令
）
に
よ

り
そ
の
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
２２
年
１１
月
３０
日
の
改
定
で

光
デ
ィ
ス
ク
の
取
り
扱
い
は
経

過
措
置
と
し
て
附
則
に
定
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
則
か
ら

は
外
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
２
４
年
１０
月
以
降
、
光

デ
ィ
ス
ク
（
Ｃ
Ｄ
等
）
に
よ
る

診
療
報
酬
請
求
を
継
続
す
る
た

め
に
は
、
１
年
ご
と
に
「
猶
予

届
」
の
提
出
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
２６
年
１０
月
以
降
も
引
き

続
き
光
デ
ィ
ス
ク
で
の
請
求
を

希
望
す
る
場
合
、
新
た
な
通
知

（
保
発
０
６
１
０
第
２
号
）
に

基
づ
き
、
２６
年
８
月
３１
日
ま
で

に
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
０
２
６
年
版
様
式

の
主
な
変
更
点

　

６
月
１０
日
付
で
発
出
さ
れ
た

通
知
に
よ
り
、
申
請
用
の
「
様

式
第
１
号
」
が
改
定
さ
れ
た
。

今
回
の
変
更
で
注
目
す
べ
き
点

は
、
現
時
点
で
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
へ
移
行
で
き
な
い
理
由
と
し

て「
特
に
困
難
な
事
情
が
あ
る
」

を
選
択
し
た
場
合
に
、
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
実
施
の
有

無
」
を
回
答
す
る
項
目
が
追
加

さ
れ
る
な
ど
、
医
療
機
関
の
状

況
が
よ
り
詳
細
に
確
認
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

政
府
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
を
導
入
し
た
全
て
の
保
険

医
療
機
関
・
薬
局
が
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
へ
移
行
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
、
今
回
の
様
式
変

更
は
そ
の
方
針
を
よ
り
具
体
化

さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。

　

通
知
で
も
、
有
効
な
届
出
が

な
さ
れ
な
い
ま
ま
光
デ
ィ
ス
ク

請
求
を
継
続
し
た
場
合
、
審
査

支
払
機
関
か
ら
移
行
を
促
す
連

絡
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

時
期
を
定
め
て
請
求
が
返
戻
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
改

第
７１
回
定
時
総
会
決
議

　

長
年
の
低
診
療
報
酬
政
策
と
昨
今

の
物
価
・
人
件
費
の
上
昇
に
よ
り
、

医
療
機
関
経
営
は
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
中
東
情
勢
の
緊
迫

が
重
な
り
、
更
な
る
物
価
高
騰
と
医

療
資
材
の
供
給
不
足
が
生
じ
、
医
療

機
関
経
営
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い

る
。
２
０
２
５
年
度
の
閉
院
・
廃
院

数
は
過
去
最
高
を
更
新
し
、
地
域
医

療
の
崩
壊
が
現
実
味
を
増
し
て
き

た
。

　

今
次
診
療
報
酬
改
定
は
医
療
界
が

一
致
団
結
し
、
３０
年
ぶ
り
の
本
体
プ

ラ
ス
３
％
台
を
実
現
し
た
が
、
我
々

が
求
め
た
１０
％
以
上
の
プ
ラ
ス
改
定

に
は
程
遠
く
不
足
感
は
否
め
な
い
。

ま
た
、
改
定
率
の
内
訳
は
賃
上
げ
分

１
・
７
％
、
物
価
対
応
分
０
・
７６
％

な
ど
細
分
化
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
使

途
が
限
定
さ
れ
、
医
療
の
充
実
分
は

実
質
プ
ラ
ス
０
・
１
％
し
か
充
て
ら

れ
て
い
な
い
。
更
に
、
年
々
診
療
報

酬
が
複
雑
化
さ
れ
、
事
務
負
担
増
大

で
医
療
に
向
き
合
う
時
間
が
奪
わ
れ

て
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
地
域
医
療

は
、
初
診
患
者
の
８
割
、
外
来
患
者

の
７
割
を
診
る
診
療
所
と
、
病
院
が

連
携
し
「
面
」
と
し
て
支
え
て
い
る
。

地
域
医
療
を
崩
壊
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
基
本
診
療
料
等
の
大
幅
引
き
上

げ
は
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
ま
た
、

中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
物
価
高
騰

と
医
療
資
材
の
供
給
不
足
に
対
し
て

は
、
医
療
機
関
へ
の
緊
急
の
財
政
支

援
が
必
須
で
あ
る
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
や
マ
イ
ナ
保
険
証
で
翻
弄
さ

れ
た
上
、
電
子
カ
ル
テ
の
義
務
化
方

針
が
重
な
り
、
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
で
き
な
い
と
し
て
閉
院
を
す

る
医
療
機
関
が
出
て
い
る
。
地
域
医

療
の
重
要
な
担
い
手
に
引
退
を
決
断

さ
せ
る
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。　

　

国
民
生
活
に
目
を
向
け
る
と
、
実

質
賃
金
が
物
価
上
昇
に
追
い
付
か

ず
、
富
裕
層
と
中
間
層
以
下
の
経
済

格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
状
況

に
も
関
わ
ら
ず
、
患
者
・
国
民
の
受

療
権
を
脅
か
す
負
担
増
政
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
過
日
国
会
で
成
立
し

た
健
康
保
険
法
〝
改
正
〟
に
よ
り
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
薬
価
の
２５
％
が
保

険
外
と
な
る
。
保
険
料
負
担
軽
減
を

理
由
と
し
た
が
、
実
際
は
医
療
費
の

削
減
効
果
は
約
９
０
０
億
円
で
月
額

約
４８
円
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
制
度
は

「
一
部
保
険
外
療
養
」
と
し
て
創
設

さ
れ
た
が
、
局
長
答
弁
で
解
釈
上
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
そ
の
他
の
薬
剤
の
み
に

限
定
さ
れ
る
と
の
言
質
を
引
き
出
し

た
も
の
の
、
法
文
上
で
は
技
術
料
等

に
波
及
す
る
危
険
性
を
秘
め
て
い

る
。

　

今
年
８
月
か
ら
は
高
額
療
養
費
制

度
の
自
己
負
担
限
度
額
が
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
。
患
者
の
窓
口
負

担
を
増
や
し
、
受
診
抑
制
を
招
く
よ

う
な
見
直
し
で
あ
り
、
国
民
皆
保
険

の
応
能
負
担
原
則
を
踏
み
に
じ
る
に

等
し
い
。
さ
ら
に
は
、
４
月
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
受
診
す
る「
場
所
」

の
提
供
を
業
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
受
診
施
設
が
誕
生
し
た
。
営
利
企

業
に
よ
る
設
置
・
運
営
が
可
能
で
あ

り
、
我
々
が
想
像
も
し
得
な
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
に
発
展
し
、
医
療
の
市

場
化
を
加
速
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

医
療
現
場
、
国
民
生
活
と
も
に
疲

弊
す
る
中
、
社
会
保
障
に
よ
る
所
得

再
分
配
機
能
の
強
化
が
現
状
を
打
開

す
る
解
決
策
と
な
る
。
我
々
医
療
者

が
、
医
療
保
険
制
度
の
所
得
再
分
配

機
能
な
ど
が
地
域
医
療
と
国
民
生
活

を
支
え
て
い
る
役
割
を
語
り
、
国
民

の
理
解
を
広
げ
て
い
く
活
動
が
今
こ

そ
重
要
で
あ
る
。

　

世
界
各
地
で
は
戦
火
は
や
ま
ず
、

命
を
預
か
る
医
療
者
と
し
て
看
過
で

き
な
い
状
況
が
続
く
。
我
々
は
憲
法

の
理
念
に
則
り
、
平
和
の
実
現
を
希

求
す
る
と
と
も
に
、
国
民
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
社
会

保
障
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

尽
力
す
る
。

　

第
７１
回
定
時
総
会
に
あ
た
り
、

我
々
は
次
の
項
目
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
こ
こ
に
決
意
す
る
。

記

一
、
保
険
医
お
よ
び
医
療
従
事
者
の

生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
、
期

中
改
定
を
含
め
、
初
・
再
診
料

な
ど
基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ

等
と
、
複
雑
化
す
る
診
療
報
酬

の
簡
素
化
や
診
療
報
酬
の
不
合

理
是
正
を
実
現
す
る
こ
と

一
、
折
か
ら
の
低
診
療
報
酬
に
加
え
、

中
東
情
勢
の
緊
迫
に
よ
る
医
療

資
材
の
供
給
不
足
や
価
格
高
騰

の
実
態
を
踏
ま
え
、
経
営
が
逼

迫
す
る
医
療
機
関
へ
の
財
政
・

物
資
の
支
援
を
速
や
か
に
実
施

す
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と

一
、
保
険
給
付
の
対
象
範
囲
を
狭
め
、

患
者
負
担
を
拡
大
す
る
「
一
部

保
険
外
療
養
」
の
凍
結
を
求
め

る
こ
と

一
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
」
必
要
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
「
医
療
費
の
窓
口

負
担
『
ゼ
ロ
の
会
』
」
の
実
現

を
め
ざ
す
こ
と

一
、
健
康
保
険
証
の
新
規
・
継
続
発
行

の
復
活
、
も
し
く
は
す
べ
て
の
被

保
険
者
に
資
格
確
認
書
を
発
行
す

る
よ
う
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ

と

一
、
営
利
企
業
に
よ
る
医
療
へ
の
参
入

を
警
戒
し
、
医
療
の
非
営
利
原
則

や
安
全
性
を
守
る
こ
と

一
、
消
費
税
損
税
問
題
の
解
消
に
向
け
、

保
険
診
療
に
お
け
る「
ゼ
ロ
税
率
」

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

一
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
も
と
づ
き
、

世
界
の
恒
久
平
和
を
築
く
活
動
を

推
進
す
る
こ
と

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　

２
０
２
６
年
６
月
２１
日

　
　
　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

第
７１
回
定
時
総
会

第
３２
期
第
１８
回
理
事
会
　
６
月
１１
日
（
木
）

〈
役
員
２９
名
、出
席
２３
名
（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
７
名
）〉

論
が
行
わ
れ
た
。

　

６
月
４
日
に
は
国
会
行
動

で
署
名
を
提
出
し
、
協
力
を

求
め
た
。
保
険
証
の
復
活
、

資
格
確
認
書
全
員
交
付
の
取

り
組
み
と
し
て
、
県
下
全
自

治
体
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
「
資
格
確
認
書

の
全
員
発
行
を
求
め
る
要
請

書
」
を
提
出
し
た
。

　

保
険
診
療
対
策
部
は
施
設

【
議
長
報
告
】

　

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連

法
案
が
成
立
し
た
が
、
２
０

２
７
年
３
月
に
は
一
部
保
険

外
療
養
が
ま
ず
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
に
対
し
て
導
入
さ
れ

る
。
こ
の
先
に
予
測
さ
れ
る

保
険
外
し
や
保
険
外
サ
ー
ビ

ス
と
の
保
険
外
併
用
に
対

し
、
公
的
医
療
保
険
を
後
退

さ
せ
な
い
運
動
に
つ
い
て
議

基
準
届
出
に
関
す
る
リ
マ
イ

ン
ド
及
び
厚
労
省
か
ら
の
疑

義
解
釈
を
受
け
、
診
療
報
酬

改
定
ニ
ュ
ー
ス
を
医
科
会
員

に
送
付
し
た
こ
と
な
ど
、
情

報
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

医
療
政
策
研
究
室
か
ら
、

一
部
保
険
外
療
養
と
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
保
険
外
し
の
国
会

質
疑
の
読
み
方
に
つ
い
て
解

説
さ
れ
た
。
「
健
康
保
険
法

関
連
法
案
の
成
立
に
抗
議
す

る
と
と
も
に
『
一
部
保
険
外

療
養
』
の
凍
結
・
廃
止
を
求

め
る
」
理
事
会
声
明
の
内
容

が
協
議
さ
れ
た
。

（
議
長
・
山
本
○医
）

医療機関等向け
総合ポータルサ
イト（光ディスク）
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【初・再診料】
質問 回答

1

健診等を実施した日と同

一日の別の受診において、

健診等に関する疾病に対

して保険診療を行う場合

には、再診料又は外来診

療料を算定することがで

きるとされているが、当

該「同一日の別の受診」

とはどのような場合が該

当するのか。

例えば、健診等にかかる診療等及び会計が終了

した後（公費の健診等で自己負担がなく会計を

要しない場合には、受付等において健診等に係

る終了手続を終えた後）、同一日中に、患者の

状態の変化等の客観的な必要性により新たな受

診が必要となり改めて患者が受診する場合が該

当する。客観的な必要性がなく、単に診療時間

を形式的に区切ったり、予め再度の受診を指示

したりする場合には、別の受診として取り扱わ

ない。

《医科歯科共通》

《医科》

【腎代替療法診療体制充実加算】
質問 回答

8

人工腎臓の注15に規定する腎代替療法診療体

制充実加算の施設基準について、「腎移植につ

いて、患者の求めに応じて適切に相談に応じ

ており、かつ、腎移植に向けた手続きを行っ

た患者（日本臓器移植ネットワークに腎臓移

植希望者として新規に登録された患者、先行

的腎移植が実施された患者又は腎移植が実施

され透析を離脱した患者をいう）」とあるが、

腎臓移植希望者として日本臓器移植ネットワ

ークに登録されている患者のうち、初回登録

日から1年を経過した患者であって、当該登録

について各年度3月31日までに登録更新の手

続きが行われ、当該年度の4月1日時点におい

て登録が継続しているものについても、「腎移

植に向けた手続きを行った患者」に含まれるか。

含まれない。なお、令和 

10年5月31日までの間に限

り、「腎移植について、患

者の求めに応じて適切に相

談に応じており、かつ、腎

移植に向けた手続きを行っ

た患者（日本臓器移植ネッ

トワークに腎臓移植希望者

として新規に登録された患

者、先行的腎移植が実施さ

れた患者又は腎移植が実施

され透析を離脱した患者を

いう）が前年に2人以上い

ること。」の基準について

は該当するものとみなすこ

とに留意されたい。

【歯科技工所ベースアップ支援料（歯技ベア）】
質問 回答

5

歯科技工所ベースアップ支援料（歯技ベア）

の施設基準届出時に、既に歯科技工所にお

いて補綴物等の製作等を開始している場合

も対象となるのか。

対象となる。補綴物等の装着

時に、当該支援料（歯技ベア）

を算定して差し支えない。

6

鉤の製作等を歯科技工所に委託する際に、

次の場合は、歯科技工所ベースアップ支援

料（歯技ベア）は算定できるのか。 

① 鉤の製作に係る技術料及び材料料のみを

算定する場合

② 鉤の製作や組込等に伴い有床義歯修理を

併せて算定する場合

① 算定できない。

② 義歯修理の装着料の算定時

に、当該支援料を算定して

差し支えない。

【在宅医療充実体制加算】
質問 回答

6

往診料の加算等に規定する在宅医療充実体制加算の

施設基準について、アでは「当該保険医療機関に配

置されている在宅医療を担当する常勤換算医師数が

3名以上かつ常勤医師数が2名以上である」とされて

おり、またキでは「「がん等の診療に携わる医師等

に対する緩和ケア研修会の開催指針に準拠した緩和

ケア研修会」又は「緩和ケアの基本教育に関する指

導者研修会（日本緩和医療学会主催）等」を修了し

ている常勤の医師が、在宅医療を担当している」と

されているが、在宅医療を担当する常勤の医師がす

べて当該の研修会を修了している必要があるか。

在宅医療を担当する

常勤の医師のうち、

少 な く と も1名 が 当

該研修会を修了して

いれば、施設基準の

キを満たす。なお、

在宅医療を担当する

常勤の医師はすべて

当該研修会を修了し

ていることが望まし

い。

《歯科》

【口腔機能実地指導料（口指導）】
質問 回答

1

「疑義解釈（その1）」において、当該指導料（口指導）

の施設基準に規定する研修の主催団体が例示されて

いるが、歯科大学等の医育機関は研修の主催団体に

含まれるのか。

定期的に学術研修を

実施している医育機

関が設置する学会は、

含まれる。

【3次元プリント有床義歯（3DFD）】
質問 回答

2

3次元プリント有床義歯（3DFD）の製作に用いる装

置は、医療機器の一般的名称が「歯科技工室設置型

コンピュータ支援設計・製造ユニット」と「歯科技 

工用重合装置」であって、かつ、3次元プリント有

床義歯（3DFD）の製作を目的として保険適用され

ている装置を用いた場合のみ算定できるのか。

そのとおり。なお、

当該医療機器の保険

適用の有無について

は、製造販売業者に

確認すること。

【特別管理加算（特管）】
質問 回答

3

施設基準において、「都道府県等と連携が図られて

いる保険医療機関であること。ただし、歯科診療所

においては、歯科を標榜する病院との連携が図られ

ていること。」とあるが、 

① 歯科診療所は、都道府県等と病院の両方と連携す

る必要があるのか。

② 都道府県等との連携について、連携内容について

の要件はあるのか。

①そのとおり。

② 具体的な連携内容

は規定していない

が、届出を行う保

険医療機関と都道

府県等との間で、

何らかの連携体制

が構築されている

必要がある。

【歯冠修復及び欠損補綴】
質問 回答

4

令和8年度（2026年度）診療報酬改定に

おいて、保険適用の判断に係る取扱いの

見直しが行われたが、引き続き事前承認

の対象となっている留意事項通知の第12 

部の通則20のイからハ※については、理

由書、模型及びエックス線フィルム又は

その複製を地方厚生（支）局長に提出す

る際に電子媒体で提出しても良いか。

※通則20

イ 　 有床義歯では目的が達せられない

か又は誤嚥等の事故を起こす恐れ

が極めて大きい場合であってブリ

ッジを行う以外に方法がない場合

ロ 　 矯正・先天性欠如等により第一小

臼歯、第二小臼歯、第一大臼歯欠

損のブリッジにおいて、欠損歯数

は3歯であるが、間隙の方が1歯分

程度小さく2歯分となる場合

ハ 　 移植歯を支台歯とするブリッジを

製作する場合

差し支えない。ただし、電子媒

体での提出に際しては、以下に

留意すること。また、電子媒体

で判読が困難とされた場合は、

電子媒体での再提出もしくはエ

ックス線フィルムや模型を速や

かに提出すること。

① 一般的に閲覧可能なファイル

形式で、判読可能な画質で提

出すること。

② 模型については、上下顎模型

の写真もしくは3次元デジタ

ル模型から作成した画像デー

タにて、正面観、側方面観、

咬合面観及び咬合関係を確認 

できる資料を提出すること。

③ 通則20のロについては、欠損

部や歯冠の幅径等が分かるよ

うに、模型に定規等を含めた

写真等とすること。

　今年6月からの点数改定に関して、厚労省より6月26日付で「疑義解釈（そ

の9）」が出された。以下に主なものを掲載する（当会で一部編集。問番号

について医科歯科共通と医科は原文ママ、歯科は協会が付番）。歯科では特

に、今回の疑義解釈で歯科疾患管理料への加算点数である特別管理加算の

施設基準について、「歯科診療所は都道府県等と病院の両方と連携する必要」

があることが明記された。自治体との連携は必須となるため、
もし連携が取れていないのであれば辞退届を出していただく
必要がある。なお、全文は右記QRコードや協会ホームペー

ジ「いい医療ドットコム」等をご参照いただきたい。 

そ
の
９

《入院点数》入院基本料等の減算免除に一定の届出猶予

　令和8年3月31日時点において入院ベースアップ評価料を届け出ている保険医療機関

又は令和8年3月31日時点において外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）を届け出てい

る有床診療所であっても、様式98を提出しなければ入院基本料等を減算することとさ

れており、6月以降入院基本料等の所定点数を算定するには6月1日までに様式98の届

出を行う必要があった。疑義解釈その9により、6月1日までに届出を行っていない医

療機関について、実質的に届出の猶予が設けられたことが示された。詳細は「疑義解

釈（その9）」の「看護職員処遇改善評価料及びベースアップ評価料関係」の「問1」を

ご参照いただきたい（上記QRコード）。

3（ ）

「新聞投稿」募集中!「新聞投稿」募集中!
会員からの投稿を随時募集しています!文字数は800字程度。会員からの投稿を随時募集しています!文字数は800字程度。

ご不明点は新聞部まで（ご不明点は新聞部まで（ TELTEL :045‐313‐2111 FAX:045-313-2113）。:045‐313‐2111 FAX:045-313-2113）。

メールアドレス:kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jpメールアドレス:kanahoi-shinbun@hoken-i.co.jp

※内容によっては加筆・修正をお願いすることがございますことをご了承ください。※内容によっては加筆・修正をお願いすることがございますことをご了承ください。
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縁
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会
】

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
、
北

海
道
保
険
医
会
、
岩
手
県
保
険

医
協
会
、宮
城
県
保
険
医
協
会
、

秋
田
県
保
険
医
協
会
、
山
形
県

保
険
医
協
会
、
福
島
県
保
険
医

協
会
、
茨
城
県
保
険
医
協
会
、

市
長
・
桐
ケ
谷
覚
、
秦
野
市
長
・

高
橋
昌
和
、
厚
木
市
長
・
山
口

貴
裕
、大
和
市
長
・
古
谷
田
力
、

伊
勢
原
市
長
・
萩
原
鉄
也
、
海

老
名
市
長
・
内
野
優
、
座
間
市

長
・
佐
藤
弥
斗
、
綾
瀬
市
長
・

橘
川
佳
彦
、
寒
川
町
長
・
木
村

俊
雄
、大
井
町
長
・
小
田
眞
一
、

山
北
町
長
・
湯
川
裕
司
、
箱
根

町
長
・
勝
俣
浩
行
、
湯
河
原
町

長
・
内
藤
喜
文

【
医
療
関
係
団
体
】

神
奈
川
県
理
学
療
法
士
会
会

長
・
内
田
賢
一

【
友
誼
団
体
】

横
浜
市
社
会
保
障
推
進
協
議
会

崎
雄
司
、
同
公
法
人
部
課
長
代

理
・
渡
部
秀
明

【
業
者
】

有
限
会
社
ホ
テ
イ
産
業
研
究
所

代
表
取
締
役
・
白
石
工

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

  

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
自
治
体
】

川
崎
市
長
・
福
田
紀
彦
、
相
模

原
市
長
・
本
村
賢
太
郎
、
平
塚

市
長
・
落
合
克
宏
、
鎌
倉
市
長
・

松
尾
崇
、
藤
沢
市
長
・
鈴
木
恒

夫
、小
田
原
市
長
・
加
藤
憲
一
、

茅
ヶ
崎
市
長
・
佐
藤
光
、
逗
子

子
道
子
、
稲
葉
税
理
士
事
務
所

税
理
士
・
稲
葉
啓

【
生
命
保
険
会
社
】

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社
公

共
・
広
域
法
人
営
業
部
グ
ル
ー

プ
長
・
山
田
路
子
、
同
公
共
・

広
域
法
人
営
業
部
担
当
部
長
・

塩
澤
利
文
、
明
治
安
田
生
命
保

険
相
互
会
社
公
法
人
第
四
部
法

人
部
長
・
片
倉
浩
彰
、
同
公
法

人
第
四
部
法
人
営
業
課
長
・
内

田
諭
志
、
富
国
生
命
保
険
相
互

会
社
上
席
理
事
業
務
部
部
長
・

鬼
澤
英
生
、
同
業
務
部
専
任
副

部
長
・
伊
藤
肇
、
同
業
務
部
課

長
・
吉
田
尚
子
、
太
陽
生
命
保

険
株
式
会
社
公
法
人
部
長
・
長

来
賓
来
賓（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
自
治
体
】

相
模
原
市
健
康
福
祉
局
医
療
政

策
担
当
部
長
・
椎
橋
誠
子

【
医
師
会
】

横
浜
市
医
師
会
会
長
・
戸
塚
武

和
、
小
田
原
医
師
会
副
会
長
・

武
井
和
夫
、
横
浜
市
青
葉
区
医

師
会
会
長
・
山
本
俊
夫
、
横
浜

市
旭
区
医
師
会
会
長
・
岡
田
孝

弘
、横
浜
市
泉
区
医
師
会
会
長
・

渡
邉
豊
彦
、
横
浜
市
神
奈
川
区

医
師
会
会
長
・
岩
田
篤
人
、
横

浜
市
港
北
区
医
師
会
会
長
・
鈴

木
悦
朗
、
横
浜
市
瀬
谷
区
医
師

会
会
長
・
武
岡
裕
文
、
横
浜
市

都
筑
区
医
師
会
会
長
・
深
澤
立
、

横
浜
市
中
区
医
師
会
会
長
・
秋

山
修
一
、宮
前
区
医
師
会
会
長
・

中
田
雅
弘

【
医
療
関
係
団
体
】

神
奈
川
県
病
院
協
会
会
長
・
吉

田
勝
明
、
神
奈
川
県
精
神
神
経

科
診
療
所
協
会
会
長
・
赤
塚
英

則
、
神
奈
川
県
臨
床
検
査
技
師

会
会
長
・
佐
藤
克
亘

【
友
誼
団
体
】

神
奈
川
県
建
設
労
働
組
合
連
合

会
書
記
局
・
曽
我
勇
気
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
か
な
が
わ
総
合
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー
理
事
／
事
務
局
次

長
・
君
嶋
ち
か
子
、
神
奈
川
県

労
働
組
合
総
連
合
議
長
・
住
谷

和
典
、
日
本
自
治
体
労
働
組
合

〈功労者表彰〉（順不同・敬称略）
◆評議員（合計11名）
地区 氏名 医科・歯科 在任年数 就任の年

横浜―東南 洞澤 繁 歯科 15期30年 1995年
横浜―西南 紺野 勉 医科 15期30年 1995年
湘南 北山 禎昭 医科 15期30年 1995年

横浜―東南 更家 誠 歯科 10期20年 2005年
湘南 永海 一秀 歯科 10期20年 2005年
県央 宮川 昭造 歯科 10期20年 2005年
県央 木村 聡 歯科 10期20年 2005年
県央 片岡 誠 歯科 10期20年 2005年
相模原 髙 康洋 歯科 10期20年 2005年
鎌倉 坂村 昭彦 歯科 ５期10年 2016年
西湘 安藤 進 医科 ５期10年 2015年

 
◆休保委員（合計3名）
地区 氏名 医科・歯科 在任年数 就任の年

横浜市都筑区 水野 恭一 医科 15期30年 1996年
横浜市青葉区 長濱 隆史 医科 15期30年 1996年
川崎市麻生区 河西 衛司 歯科 ５期10年 2016年

◆事務局（合計2名）
役職 氏名 勤続年数 入局の年

事務局主任 谷口 創 20年 2006年
事務局主査 笹井 純也 10年 2016年

地区 年齢 氏名
川崎市川崎区 80 松田 文男
川崎市中原区 80 菊岡 正和
川崎市中原区 80 二宮 嵩寛
川崎市高津区 80 廣津 伸夫
川崎市多摩区 80 西根 晃
川崎市麻生区 80 葛西 庸子
横浜市緑区 80 加藤 喜夫
横浜市中区 80 渡邊 知雄
横浜市港南区 80 大西 俊正
横浜市港南区 80 原口 壽夫
横浜市金沢区 80 所 正彦

地区 年齢 氏名
横浜市金沢区 80 佐藤 重一
横浜市旭区 80 黒川 元次郎
横浜市戸塚区 80 渡辺 秀司
横浜市青葉区 80 加藤 富也
相模原市南区 80 長谷川 倫雄
相模原市南区 81 山内 浩
相模原市南区 80 中野 敬三
横須賀市 80 野村 良彦
横須賀市 80 青木 章子
藤沢市 80 佐川 幸司
藤沢市 80 近藤 潔

地区 年齢 氏名
藤沢市 80 塗山 百寛
藤沢市 80 佐藤 豊子
藤沢市 80 武内 鉄夫
厚木市 80 黒岩 隆
逗子市 80 工藤 房子
逗子市 80 山本 勇
小田原市 80 南 康平
秦野市 80 島田 繁
逗子市 80 川村 ひろみ

地　区 年齢 氏 名
川崎市川崎区 70 宍戸 寛治
川崎市川崎区 70 田中 久善
川崎市川崎区 70 安藤 龍一
川崎市川崎区 70 金子 富士雄
川崎市川崎区 70 池田 清美
川崎市中原区 70 黒澤 真澄
川崎市中原区 70 寺戸 孝之
川崎市幸区 71 米田 直人
川崎市幸区 70 松村 照代
川崎市幸区 70 詫摩 哲郎
川崎市高津区 70 相馬 忠信
川崎市高津区 70 月岡 稔雄
川崎市高津区 70 福西 康夫
川崎市高津区 70 三浦 徳明
川崎市多摩区 70 土井 義之
川崎市多摩区 70 江川 文誠
川崎市多摩区 70 黒須 知二
川崎市多摩区 70 石川 雅一
川崎市麻生区 70 松井 桂一郎
川崎市麻生区 70 津田 則子
川崎市麻生区 70 田中 繁
川崎市宮前区 70 佐々木 健一
川崎市宮前区 70 植木 茂年
川崎市宮前区 70 山本 一哉
横浜市西区 70 田渕 土志夫
横浜市西区 70 中島 清則
横浜市神奈川区 70 小泉 日出一
横浜市神奈川区 70 若倉 学
横浜市神奈川区 70 小林 淳一
横浜市神奈川区 70 三島 裕
横浜市神奈川区 70 斎藤 庸男
横浜市神奈川区 70 篠原 裕
横浜市港北区 70 池田 和男
横浜市港北区 70 田村 元
横浜市港北区 70 北田 守
横浜市港北区 70 小島 聡
横浜市都筑区 70 百々 秀心
横浜市都筑区 70 小林 雅子
横浜市都筑区 70 真砂野 仁
横浜市都筑区 70 近兼 健一朗
横浜市都筑区 70 村田 眞
横浜市青葉区 70 髙橋 利之
横浜市青葉区 70 林 莊太郎
横浜市青葉区 70 加久 浩文
横浜市青葉区 70 西山 玄洋
横浜市緑区 70 松尾 敏正
横浜市緑区 70 浅井 潤一郎
横浜市青葉区 70 元開 富士雄
横浜市青葉区 70 安西 春幸
横浜市青葉区 70 木村 敬子
横浜市鶴見区 74 鴨志田万喜子
横浜市鶴見区 70 小池 均
横浜市鶴見区 70 坂本 尚子
横浜市鶴見区 70 星野 孝夫
横浜市鶴見区 71 澁谷 恭子
横浜市鶴見区 70 原 直
横浜市中区 70 竹永 雅美
横浜市中区 70 渡會 伸治
横浜市中区 70 熊坂 秀和
横浜市中区 70 堀内 信隆

地　区 年齢 氏 名
横浜市中区 73 金子 浩
横浜市南区 70 島田 誠
横浜市南区 70 山下 誠
横浜市港南区 70 宮川 秀郎
横浜市港南区 70 日下 和也
横浜市港南区 70 豊福 孝夫
横浜市港南区 70 今井 健介
横浜市港南区 70 別部 智司
横浜市磯子区 70 林 武利
横浜市磯子区 70 齊藤 綾子
横浜市磯子区 70 伴 孝
横浜市磯子区 70 佐々木 祥仁
横浜市磯子区 70 羽田 京太郎
横浜市磯子区 70 河野 卓也
横浜市磯子区 70 野呂 俊種
横浜市金沢区 70 笹本 幸資
横浜市金沢区 70 森 由雄
横浜市金沢区 70 河本 和行
横浜市金沢区 70 吉村 英樹
横浜市金沢区 70 五十嵐 智一
横浜市保土ケ谷区 70 種田 清隆
横浜市保土ケ谷区 70 鈴木 達也
横浜市保土ケ谷区 70 田近 栄四郎
横浜市保土ケ谷区 70 岩崎 弘幸
横浜市旭区 70 室谷 陽裕
横浜市旭区 70 中田 譲
横浜市旭区 70 大野 正雄
横浜市旭区 70 蓮尾 公篤
横浜市旭区 70 丹治 弘幸
横浜市旭区 70 田口 克司
横浜市旭区 70 相澤 一喜
横浜市旭区 70 相澤 扶美子
横浜市戸塚区 70 藤岡 伸欣
横浜市戸塚区 70 平田 利一
横浜市栄区 70 田中 正樹
横浜市泉区 79 安藤 暢敏
横浜市戸塚区 70 北川 節次
横浜市戸塚区 70 高野 佳正
横浜市戸塚区 70 小泉 友喜彦
横浜市戸塚区 70 上田 博行
横浜市瀬谷区 70 新谷 雅隆
横浜市栄区 70 澤田 敦夫
相模原市緑区 70 向坂 彰二郎
相模原市緑区 70 梶原 功嗣
相模原市緑区 70 小林 國力
相模原市緑区 70 落合 義彦
相模原市中央区 70 金森 晃
相模原市中央区 70 田所 義晃
相模原市中央区 70 鏑木 宏
相模原市中央区 70 尾形 長雄
相模原市中央区 70 永松 直子
相模原市南区 70 池田 茂
相模原市南区 70 山本 晴章
相模原市南区 70 大槻 隆治
相模原市南区 70 志村 英俊
横須賀市 70 今井 信介
横須賀市 73 野口 純男
横須賀市 70 春田 明郎
横須賀市 70 佐藤 眞紀子
横須賀市 70 東川 敬

地　区 年齢 氏 名
横須賀市 70 蛯名 洋子
横須賀市 70 横井 隆志
横須賀市 70 髙宮 光
横須賀市 70 小林 均
鎌倉市 70 柊 光一
鎌倉市 70 飯領田久巳男
鎌倉市 70 濱名 哲郎
鎌倉市 70 寺尾 誠一郎
鎌倉市 70 安保 和俊
鎌倉市 70 陣野 和彦
鎌倉市 70 橋本 隆平
藤沢市 70 小野 俊明
藤沢市 70 河野 敏郎
藤沢市 70 針金 三弥
藤沢市 70 加藤 葉子
藤沢市 70 菰田 裕康
藤沢市 70 稲山 貴子
藤沢市 70 加戸 豊彦
藤沢市 70 林 康史
藤沢市 70 森谷 浩司
藤沢市 70 山崎 健
藤沢市 70 濱 敦行
茅ヶ崎市 70 溝上 淳子
茅ヶ崎市 70 真下 和宏
茅ヶ崎市 70 兼本 絹代
茅ヶ崎市 70 大野 俊幸
茅ヶ崎市 70 斎藤 則善
茅ヶ崎市 70 横山 裕哉
高座郡寒川町 70 竹田 道
大和市 80 大屋敷芙志枝
大和市 70 吉竹 弘行
厚木市 70 阪元 政郎
厚木市 70 鶴窪 一行
厚木市 70 小原 重孝
厚木市 70 森本 隆雄
厚木市 70 北山 博嗣
厚木市 70 馬嶋 順子
厚木市 70 久保田 千鳥
座間市 70 山中 京治
逗子市 70 紙谷 裕昭
小田原市 70 清水 典子
南足柄市 70 河野 典博
南足柄市 70 萩原 学

足柄下郡箱根町 70 門田 学
足柄下郡箱根町 70 土屋 俊彦
小田原市 70 小澤 優樹
平塚市 70 永樂 仁
平塚市 70 市島 泰子
小田原市 70 三宅 正純
秦野市 70 栄枝 重典
秦野市 70 高橋 祥子

足柄上郡大井町 70 武田 啓介
伊勢原市 70 梶山 和恵
伊勢原市 70 田中 克巳
秦野市 70 石原 幸宏
秦野市 70 露木 善伸
県外 70 松原 正典

横浜市保土ケ谷区 70 山本 一民
横浜市鶴見区 70 山崎 敏浩

〈敬寿会員表彰〉（順不同・敬称略・年齢は2026年5月31日現在）
◆80歳以上で会員歴20年以上（合計31名）

◆70歳以上で会員歴10年以上（合計179名）
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研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）

の
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師

会
会
員
の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年

４
月
よ
り
変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得

い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切

の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に

所
定
の
欄
に
ご
記
載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す

る
場
合
は
参
加
時
間
が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

8月27日(木)午後1時30分～

歯
科
衛
生
士
セ
ミ
ナ
ー

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
横
浜
歯
科
医
療
専
門
学
校
の
実
習
室

を
会
場
に
、
実
機
を
使
っ
た
実
践
演
習
を
行
い
、
一
人
一

人
に
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
満

足
度
向
上
に
つ
な
が
る
確
か
な
ス
キ
ル
を
、
実
習
で
身
に

つ
け
ま
せ
ん
か
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
特
に
①
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
た
い
方
、
②
勉
強
し
な
が
ら
情
報
交
換

し
た
い
方
、
③
学
び
直
し
が
し
た
い
方
―
に
お
す
す
め
で

す
。
痛
み
や
不
快
感
を
軽
減
す
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て

信
頼
さ
れ
る
歯
科
衛
生
士
を
目
指
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
横
浜
歯
科
医
療
専
門
学
校
・

実
習
室
（
横
浜
市
西
区
高
島
１-

２-

１５
）

・
各
線
「
横
浜
」
駅
東
口
か
ら
徒
歩
９
分

・
み
な
と
み
ら
い
線
「
新
高
島
」
駅
か
ら
徒
歩
２
分

・
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン「
高
島
町
」駅
か
ら
徒
歩
６
分

テ
ー
マ

「
超
音
波
ス
ケ
ー
ラ
ー
・

エ
ア
ス
ケ
ー
ラ
ー

実
践
セ
ミ
ナ
ー
」

講
　
師
　
横
浜
歯
科
医
療
専
門
学
校

専
任
教
員

参
加
費
　
１
万
９
千
円

参
加
対
象
　
会
員
医
療
機
関
勤
務
の
歯
科
衛
生
士

定
　
員
　
２０
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

　
　
①
お
電
話
で
の
お
申
込
み

　
　
②
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　
　
　
も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

※
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
後
、
保
険
医
協
会
か
ら
受
付
確

認
連
絡
を
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
、開
催
が
決
定
次
第
、

７
月
下
旬
以
降
に
別
途
参
加
費
振
込
等
の
ご
案
内
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

※
本
件
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

歯
科
研
究
部
へ
お
願
い
し
ま
す
。
会
場
と
な
る
横
浜
歯

科
医
療
専
門
学
校
へ
の
お
問
合
せ
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※
現
地
で
の
実
習
の
た
め
、動
画
配
信
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

7月29日(水)午後7時30分～

共

済

セ

ミ

ナ

ー

　

「
医
院
経
営
者
と
し
て
必
要
な
、
お
金
や
税
金
の
知
識

を
知
り
た
い
」
、「
将
来
の
退
職
金
や
資
産
運
用
も
考
え
た

い
が
、
投
資
経
験
や
金
融
知
識
が
無
く
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
…
」
、「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
や
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
も
興
味
は
あ
る
が
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
…
」
、「
ド
ク
タ
ー
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

お
い
て
、
最
低
限
加
入
し
て
お
く
べ
き
生
命
保
険
っ
て

何
？
」
、「
相
続
対
策
や
事
業
継
承
、
生
前
贈
与
へ
の
具
体

的
な
対
策
を
知
り
た
い
」
、「
子
ど
も
の
教
育
資
金
の
賢
い

積
立
方
法
っ
て
何
？
」
、「
加
入
中
の
生
命
保
険
を
見
直
し

た
い
」
―
そ
ん
な
方
々
に
！
協
会
が
誇
る
人
気
講
師
に
よ

る
、
開
業
医
に
最
低
限
必
要
な
生
命
保
険
・
金
融
商
品
の

知
識
を
ま
と
め
て
お
伝
え
し
ま
す
！

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ド
ク
タ
ー
と
し
て
最
低
限

知
っ
て
お
き
た
い
お
金
の

知
識【
２
０
２
６
年
版
】」

講
　
師
　
東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命
保
険
㈱

横
浜
支
社

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー

ロ
イ
ヤ
ル
メ
ン
バ
ー

石
原　

香
介
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
『
講
演
会
は
参
加
で
き
な
い
が
、
別
日
で
講
師
に
個
別

相
談
し
た
い
』
と
い
っ
た
お
声
を
受
け
、
講
演
会
に
不

参
加
で
も
無
料
個
別
相
談
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信
で
ご
視
聴
さ
れ
る
方
、
配
信
は

視
聴
せ
ず
に
無
料
個
別
相
談
さ
れ
る
方
の
い
ず
れ
も
、

必
ず
事
前
に
お
申
込
み
（
登
録
）
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
程
は
講
師
と
個
別
調
整
と
な
り
ま
す
の
で
、
左

記
ま
で
メ
ー
ル
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　【KO
USUKE.ISHIHARA@

tm
n-anshin.co.jp

】

※
講
演
の
後
日
配
信
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
当
日
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
共
済
部
・
㈱
神
保
協

７
月
２０
日
（
月
・
祝
）

横
浜
支
部
・
移
動
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
１３
時
。

７
月
２１
日
（
火
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

７
月
２２
日
（
水
）

文
化
部
会
１９
時
１５
分
。
税
対

経
営
部
会
２０
時
。

７
月
２３
日
（
木
）

第
２０
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

７
月
２５
日
（
土
）

理
事
懇
談
会
１５
時
３０
分
。

７
月
２６
日
（
日
）

歯
科
新
規
指
定
医
講
習
会
９

時
３０
分
。

７
月
２７
日
（
月
）

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

１９
時
。
新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

政
策
部
会
１９
時
３０
分
。
川
崎

支
部
幹
事
会
２０
時
。

7月20日
～7月27日

8月3日(月)午後7時30分～ 7月30日(木)午後7時30分～

学

術

部

研

究

会

　

老
年
的
超
越
は
、
高
齢
期
に
高
ま
る
と
さ
れ
る
「
物
質

主
義
的
で
合
理
的
な
世
界
観
か
ら
、
宇
宙
的
・
超
越
的
・

非
合
理
的
な
世
界
観
へ
の
変
化
」
を
指
し
ま
す
。
高
齢
に

な
り
不
自
由
が
増
え
る
自
身
を
捉
え
直
し
、
感
謝
の
気
持

ち
が
高
ま
る
「
老
年
的
超
越
」
。
今
後
の
超
高
齢
化
社
会

に
向
け
て
、
介
護
職
員
の
教
育
や
高
齢
者
の
支
援
活
動
に

取
り
入
れ
る
試
み
も
あ
り
、
非
常
に
重
要
な
概
念
と
な
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
医
療
現
場
に
お
け
る

老
年
的
超
越
の
捉
え
方
」

講
　
師
　
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

准
主
任
研
究
員

増
井　

幸
恵
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
学
術
部

第
６４６

回

月

例

研

究

会

　

低
栄
養
は
昔
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
田
村
好
史
先
生

は
、
若
年
女
性
に
お
け
る
本
疾
患
研
究
の
第
一
人
者
で
す
。

低
体
重
・
低
栄
養
を
背
景
に
、
月
経
異
常
、
骨
量
低
下
、

耐
糖
能
異
常
、
心
身
不
調
を
包
括
的
に
捉
え
る
新
概
念
Ｆ

Ｕ
Ｓ
※

と
、
人
口
減
の
社
会
に
お
け
る
そ
の
予
防
・
社
会

的
支
援
に
つ
い
て
詳
説
い
た
だ
き
ま
す
。

※Fem
ale U

nderw
eight/U

ndernutrition Syndrom
e

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
女
性
の
低
体
重
／
低
栄
養

症
候
群
と
は
？

―
体
調
不
良
の
原
因
と
し

て
の
低
栄
養
―
」

講
　
師
　
順
天
堂
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
医
学
・
ス
ポ
ー
ト
ロ
ジ
ー

教
授
／

　
　
　
　
代
謝
内
分
泌
内
科
学

　
　
　
　
教
授

田
村　

好
史
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：
定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
２２
（
体
重
減
少
・
る
い
痩
）」

１
・
５
単
位
申
請
中

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

7月31日(金)午後7時30分～

医

療

問

題

研

究

会

　

今
回
は
病
院
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
集
中

治
療
室
で
の
活
用
や
地
域
医
療
構
想
に
お
け
る
役
割
に
つ

い
て
、
横
浜
市
立
大
学
附
属
病
院
・
集
中
治
療
部
部
長
の

高
木
俊
介
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
高
木
先
生
は
、

集
中
治
療
室
に
お
け
る
業
務
効
率
の
改
善
、
日
本
版
遠
隔

集
中
治
療
の
構
築
が
主
な
研
究
テ
ー
マ
で
す
。
遠
隔
医
療

は
、
地
域
医
療
構
想
が
掲
げ
る
「
病
床
機
能
の
再
編
」
と

「
在
宅
医
療
の
拡
充
」
を
加
速
さ
せ
る
切
り
札
で
す
。
遠

隔
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
留
ま
ら
ず
、
か
か
り
つ
け
医
と
都
市
部
の
専

門
医
を
繋
ぐ
医
師
間
（
Ｄ
ｔ
ｏ
Ｄ
）
連
携
や
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
を
組
み
込
ん
だ
日
本
独
自
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
構

築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
Ｄ
Ｘ

で
最
適
化
し
、
地
域
間
格
差
を
解
消
し
な
が
ら
、
住
み
慣

れ
た
土
地
で
最
期
ま
で
質
の
高
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
持

続
可
能
な
日
本
型
モ
デ
ル
を
目
指
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
地
域
医
療
構
想
に
資
す
る

遠
隔
医
療
の
活
用
に
つ

い
て
」

講
　
師
　
横
浜
市
立
大
学
附
属
病
院

集
中
治
療
部

部
長

高
木　

俊
介
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
政
策
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください
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写真で綴る写真で綴る第71回定時総会

行事案内一覧は、5面に掲載しています。

第71回定時総会
功労・敬寿・研究会精勤者に表彰状・証書を授与功労・敬寿・研究会精勤者に表彰状・証書を授与福引会福引会 当選おめでとうございます！当選おめでとうございます！

THE PREMIUM GIFTTHE PREMIUM GIFT
JTB ありがとうプレミアムJTB ありがとうプレミアム
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▲ （左から）横浜市医師会・戸塚武和▲ （左から）横浜市医師会・戸塚武和会長会長、、神奈川県病院協会神奈川県病院協会・・吉田勝明吉田勝明会長、相模原市会長、相模原市・・椎橋誠子椎橋誠子健康福祉健康福祉
局医療政策担当部長、小田原医師会局医療政策担当部長、小田原医師会・・武井和夫副武井和夫副会長、神奈川県精神神経科診療所協会会長、神奈川県精神神経科診療所協会・・赤塚英則赤塚英則会長会長
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表彰式表彰式

七十歳敬寿会員表彰を頂き、嬉しく思っています。なんと
百七十九名中の一人。今年度から長寿会員表彰ではなく、敬
寿会員表彰と名称を改められたとのこと、これも同世代が元
気に現役で働けている証拠かと思います。
　旭区で夫とともに三十五年前に開業、人生のうち半分は開
業医です。開業当初は困ったことがあるたび協会に電話し、ア
ドバイスを頂きました。開業時は一番上の長女が小学一年生、
三番目の長男が一歳、三人の子育てと仕事の両立を目指し、
アレルギーのある長女に症状が出たらすぐ対応できるよう、
自宅・職場・保育園・小学校を徒歩十分圏内に決めました。幸い、実際に駆けつけ
る状況にならずに済みました。その子どもたちも今や全員結婚・独立、孫は七人
です。子育てが一段落した四十五歳でボウリングを始め、週三回はボウリング場
に通う日々、百歳現役小児科医、百歳長寿ボウラーを目指しています。診療報酬改
定があるたびに協会にお世話になりますが、これからもよろしくお願いします。

積極的に保険医協会の研究会に参加するように
なったのはコロナ禍以降だと思う。それまでも会
場に足を運び直接講師の方の声を聞きながら知識
を習得していたが、やはりWEB開催が主流となっ
て気軽に受講できるようになると自然に回数も増
えた。あわせて近年の医療界へのデジタル化が普
及することで、今までの臨床が大きく変化してい
くのを感じる。この点も研究会にとても助けられ
ている。一方で医療管理の原点というべき施設基
準にもなっている深山先生の研究会は何度も聴講させていただき、緊
急対応などその度に気を引締めて診療にあたっている。
　このようにすぐに臨床に役立つ知見を得られることが大きな聴講意
欲の源となっている。さらに、糖尿病や高血圧などの他科の関連した
テーマや、医療経済・倫理観を扱った研究会もとても興味深い。この
ように意図的に回数を伸ばしてきたのではなく、結果的にこうなって
いるのである。今後も有意義な研究会を期待します。

研究会精勤証授与研究会精勤証授与

すぐに役立つ知見が得られる場すぐに役立つ知見が得られる場
横浜市都筑区　横浜市都筑区　村田　眞村田　眞

「かかりつけ医」、「地域医療」、「在宅医療」を
旗印に開業して32年が経過した。開業当初から、
第二世代在宅医のプライドと理念をもって突き進
んできた。2000年から介護保険が始まり、医療・
看護・介護の垣根がなくなり、病気を持った在宅
患者の人生を医療面から支え、最終的に家で看取
ることが在宅医の役割と心得てきた。しかし、市
場原理に基づく介護保険と国民皆保険を維持して
きた（在宅）医療保険は、整合性に欠けるもので
あった。厚労省は「それを是正するため」と言いつつ、在宅クリニッ
クの大規模化を勧め、オンライン診療も是としてきた。それが顕著にな
ったのは、在宅医療専門診療所が認められ、地域の外来診療なしのクリ
ニックに所属する第四世代在宅医が増えるようになってからである。
　こういう現状の中でも、私は80歳の敬寿会員となり、一勤務医師と
して変わらぬ理念の在宅医療を提供しつづけている。私の80歳は、医
療者としての通過点であり、終活開始年齢だと捉えている。

敬寿会員表彰（80歳）敬寿会員表彰（80歳）

開業医32年間在宅医療の推移開業医32年間在宅医療の推移
横須賀市　横須賀市　野村　良彦野村　良彦

　天文の世界では人間の一生を天文のレベルで換算する際
に、土星の公転周期を例えとして使うことがしばしばありま
す。公転周期とは太陽の周りを一周する時間のことですが、
土星は約30年かかります。
　つまり、私たちの地球の1年という公転周期の30倍近くの
長い時間なのです。
　私が評議員を引き受けたのは30年前のことになるので、そ
の間に土星が1公転したということになります。人間が生き
られる時間は、土星の公転が3周するかしないかの90年前後
ですから、30年間評議員をしていたということは人生の三分の一、土星の1公転
の間、評議員をしていたことになります。
　評議員の役割を十分理解もせずに、地区代表位の軽い気持ちで引き受けさせて
いただいたのは、本当に申し訳ないと反省しております。私は自由な気風の中高
一貫校に運よく入学した時から、出版物の作成の面白さに没入し、部活動以上に
活動してきました。保険医協会の入会後も部活動の延長のように、いろいろな部
会でチラシやポスター、ミニパンフレットなどを自由に作らせていただきました。
　評議員としての著明な役割はできていませんが、今後も保険医協会という開業
医の医療を支える団体の潤滑油の一部として、不真面目ではありますが、活動で
きたらと考えています。今回は表彰ありがとうございました。

功労者表彰功労者表彰

評議員30年表彰を受けて評議員30年表彰を受けて
横浜市南区　横浜市南区　洞澤　洞澤　繁繁

敬寿会員表彰（70歳）敬寿会員表彰（70歳）

目指せ！百歳長寿会員目指せ！百歳長寿会員
横浜市旭区　横浜市旭区　相澤　扶美子相澤　扶美子
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